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(57)【要約】
　本発明は、摩擦及び／又は吸収性の微細突起１３を有
する表面１２を含む蚊帳等の害虫防除材１１を提供する
。蚊等の害虫はこの害虫防除材１１に接触すると、外皮
に損傷が起こり、その結果、脱水され、或いは病原体に
侵かされる。本発明の害虫防除材は、織物を摩擦及び／
又は吸収性の材質により塗布して構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微細突起付の表面を有することを特徴とする害虫防除材。
【請求項２】
　織物用糸、繊維糸、又は糸から構成することを特徴とする請求項１に記載の害虫防除材
。
【請求項３】
　織生地から構成することを特徴とする請求項１ないし２のいずれか１項に記載の害虫防
除材。
【請求項４】
　網から構成する、ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の害虫防除
材。
【請求項５】
　織り、編み、又は不織物の生地、或いはその２つ以上の組み合わせから構成することを
特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の害虫防除材。
【請求項６】
　ゴムやプラスチックの固体シートから構成することを特徴とする請求項１ないし５のい
ずれか１項に記載の害虫防除材。
【請求項７】
　ゴムやプラスチックの樹木用バンドから構成することを特徴とする請求項１ないし６の
いずれか１項に記載の害虫防除材。
【請求項８】
　前期表面が塗布されていることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の
害虫防除材。
【請求項９】
　前記微細突起は研磨材から構成されることを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１
項に記載の害虫防除材。
【請求項１０】
　前記微細突起は吸収材から構成されることを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１
項に記載の害虫防除材。
【請求項１１】
　前記吸収材は昆虫外表皮から蝋を吸収することを特徴とする請求項１０に記載の害虫防
除材。
【請求項１２】
　前記微細突起はシリカから構成されることを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか
１項に記載の害虫防除材。
【請求項１３】
　前記シリカは珪藻土であることを特徴とする請求項１２に記載の害虫防除材。
【請求項１４】
　前記微細突起はポリカーボネートから構成されることを特徴とする請求項１ないし１３
のいずれか１項に記載の害虫防除材。
【請求項１５】
　前記微細突起は５μｍ以上の規模の粒子から構成されることを特徴とする請求項１ない
し１４のいずれか１項に記載の害虫防除材。
【請求項１６】
　洗浄可能であることを特徴とする請求項１ないし１５のいずれか１項に記載の害虫防除
材。
【請求項１７】
　害虫用誘引剤を含むことを特徴とする請求項１ないし１６のいずれか１項に記載の害虫
防除材。



(3) JP 2010-503612 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【請求項１８】
　前記誘引剤はフェロモン、カイロモン等のセミオケミカルから構成されることを特徴と
する請求項１７に記載の害虫防除材。
【請求項１９】
　病原体を組み込むことを特徴とする請求項１ないし１８のいずれか１項に記載の害虫防
除材。
【請求項２０】
　前記病原体が真菌胞子及び／又は細菌胞子から構成されることを特徴とする請求項１９
に記載の害虫防除材。
【請求項２１】
　微細突起付き表面を有する害虫防除材を利用することを特徴とする害虫防除方法。
【請求項２２】
　前記害虫防除材が請求項１ないし２０のいずれか１項に記載の害虫防除材から構成され
ることを特徴とする請求項２２に記載の害虫防除方法。
【請求項２３】
　前記害虫防除材を害虫に対してのバリアとして利用することを特徴とする請求項２１な
いし２２のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項２４】
　前記害虫防除材を窓のスクリーンまたはブラインドとして利用することを特徴とする請
求項２１ないし２３のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項２５】
　前記害虫防除材をベッド又は蚊帳として利用することを特徴とする請求項２１ないし２
３のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項２６】
　前記害虫防除材を動物用保護物として利用することを特徴とする請求項２１ないし２３
のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項２７】
　前記害虫防除材を馬毛布として利用することを特徴とする請求項２６に記載の害虫防除
方法。
【請求項２８】
　前記害虫防除材を人間用衣服として利用することを特徴とする請求項２１ないし２３の
いずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項２９】
　前記害虫防除材をベールとして利用することを特徴とする請求項２８に記載の害虫防除
方法。
【請求項３０】
　前記害虫防除材を、植物を保護するために利用することを特徴とする請求項２１ないし
２３のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項３１】
　前記害虫防除材を樹木用バンドまた植物を保護するプラントリングとして利用すること
を特徴とする請求項３０に記載の害虫防除方法。
【請求項３２】
　前記害虫防除材を農作物のトンネル又はクローシュ（植物用覆い）または保護網として
利用することを特徴とする請求項３０に記載の害虫防除方法。
【請求項３３】
　前記害虫防除材をフィルタとして利用することを特徴とする請求項２１ないし２３のい
ずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項３４】
　請求項１ないし２０のいずれか１項に記載の害虫防除材から構成することを特徴とする
フィルタ。
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【請求項３５】
　請求項３０に記載のフィルタから構成される、或いは前記フィルタから構成されるよう
に設計されることを特徴とする空調システム、掃除機、及びその他のフィルタを利用する
装置。
【請求項３６】
　害虫防除材が微細突起を有することを特徴とする害虫防除材の製造方法。
【請求項３７】
　微細突起が表面に付くように研磨材及び／又は吸収微粒子を基質に塗るステップを含む
ことを特徴とする請求項３６に記載の害虫防除材の製造方法。
【請求項３８】
　毛糸や糸や網や織物や編み物や不織物や合成素材等の天然、化学繊維、またはその組み
合わせからなる織生地を基質に利用することを特徴とする請求項３７に記載の害虫防除材
の製造方法。
【請求項３９】
　ラテックス、アクリル樹脂、及び熱可塑性・熱硬化性の接着剤などの適切な、従来使わ
れている織物用塗布剤を塗布剤として利用するステップを含むことを特徴とする請求項３
８に記載の害虫防除材の製造方法。
【請求項４０】
　前記微細突起が前記害虫防除材の表面に立つように、前記塗布を薄く被覆するステップ
を含むことを特徴とする請求項３７ないし３９のいずれか１項に記載の害虫防除材の製造
方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は害虫防除材(PEST　CONTROL　MATERIALS)に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の蚊帳は蚊などの吸血害虫に対するバリアを提供し、それによって使用者に病原体
を伝染することを予防する。しかし、このような蚊帳は害虫を駆除しない上、二酸化炭素
および人間の臭いが網目を無制限に通ることで害虫は蚊帳の中の人に誘引され続ける。
【０００３】
　蚊帳の有効性は蚊帳を不揮散性化学殺虫剤、例えばピレスロイドで加工することによっ
て増すことができる。このような不揮散性化学殺虫剤は推奨された用量においては使用者
に比較的に安全と思われ、燻蒸の害も無い。この蚊帳は「餌をつけた罠」として機能し、
加工した殺虫剤によって害虫が刺激され、落ち、最終的には殺傷される。このような蚊帳
はたとえ破損しても、害虫が蚊帳に触れるだけでも蚊帳の有効性は保ち続けられる。
【０００４】
　近年では使用者が使用時に中毒になりにくく、均一な保護が期待できる、あらかじめ殺
虫剤をしみこませた網目の蚊帳が販売されている。このような蚊帳は２０～２５回洗浄さ
れるまで、新たに薬品をしみこませる必要がない。
【０００５】
　しかし、これらの蚊帳には、加工されてない蚊帳や、使用者が自分で加工した蚊帳と同
じように、下記の問題が残されている。
（ａ）殺虫剤が、対象としない生物に害を及ぼす可能性のある場所に滲出すること。
（ｂ）対象とする害虫、およびその他の害虫の殺虫剤、およびその他の関連化学薬品に対
する抵抗力を増加させる可能性。
（ｃ）長期利用に関する健康上の問題、特にマラリア等の昆虫媒介感染症からの保護のた
めの殺虫剤を含有する蚊帳を利用する可能性の最も高い、妊婦および5歳未満の小児に健
康上の問題を発生する可能性が増加する懸念。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、従来の化学殺虫剤を含まず、蚊などの害虫を駆除する害虫防除方法を提供す
るものである。この害虫防除方法は蚊帳などの害虫防除装置に利用でき、防護衣料、庭園
・農作物用網、保護果樹帯、馬毛布、ヘアネット、および穀物貯蔵庫・製粉工場用フィル
タ等に利用できる。従って、下記にあげる従来の物品との置換、または効果の向上ができ
る。
ａ）有効性をもたせるために極細線のメッシュであることが必要な防虫網或いはベール
ｂ）ジエチルトルアミド（ＤＥＥＴ）、シトロネラ等の短期間に有効性があり、長期利用
においては健康上問題の可能性のある化学薬品を有する殺虫剤
ｃ）害虫を排除しながら光、熱、及び水分を制限する極細線のメッシュが必要な庭園・農
作物用網（例えば、農作物用カバー）或いはフリース
ｄ）農業病害虫および園芸病害虫に対して利用する化学殺虫剤（コストが高く、非対象生
物および環境に有害である）
ｅ）動物に対して不快感を与える馬毛布
ｆ）限られた有効性があり、馬が嫌がるシトロネラとユーカリを含有する防虫スプレー
ｇ）幹に生存する害虫を捕まえる為の、樹に巻き付ける粘着性帯
ｈ）有害な殺虫剤を含有する、シラミに効く洗髪剤
ｉ）空気の流れを制限する虫よけ網
ｊ）穀物貯蔵庫・製粉工場用フィルター及び網戸
ｋ）害虫感電死装置
ｌ）銅帯、輪、マット、及び餌をつけたわなを含むあらゆる種類の、ナメクジが通過する
のを避ける表面を用いたナメクジ防除法
ｍ）硫酸アルミニウム、クロルピリホス等の有効成分を含むナメクジ駆除剤
ｎ）家畜を虫刺されから守り、傷などによる、（例えば、革などの）製品になった時の質
の低下を防止する為のカバー
ｏ）住宅・商業の建造物、及び輸送機関において使われている防虫用窓ブラインド、カバ
ー、及び網
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、微細突起を有する面を含む害虫防除材から成るものである。
【０００８】
　前記の害虫防除材は、織物用毛糸、繊維糸、または糸から構成してもよい。
【０００９】
　前記の害虫防除材は、織物から構成してもよい。
【００１０】
　前記の害虫防除材は、網から構成してもよい。
【００１１】
　前記の害虫防除材は、織り、編み、不織物の何れか１つ、又はこれらの２つ以上の組み
合わせから構成してもよい。
【００１２】
　前記の害虫防除材は、シート、例えばゴムやプラスチック等のシートとから構成されて
もよく、ゴムやプラスチックの樹木用バンドから構成してもよい。
【００１３】
　前記の害虫防除材の表面は、塗布されていてもよい。
【００１４】
　前記の微細突起は、研磨材及び／又は吸収材から構成されてもよく、シリカから構成さ
れてもよく、前記のシリカは珪藻土またはポリカーボネートであってもよい。その他、セ
ラミック、ガラス、又はそれらのポリマー組成やポリマー混合物、カオリン粘土の顆粒、
合成ケイ酸、ベントナイト、フバサミクレーと白土、滑石、又は絹雲母、石英、硫黄、活
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性炭、炭酸カルシウム、ケイ酸などの無機材料、シリカゲル、ホウ酸塩、又はポリアミド
、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）等のポリマー、及びその他の堅固、再生利用可能
なポリマー等の料を利用してもよい。
【００１５】
　前記の微細突起は、５μｍ以上の規模の粒子から構成してもよい。
【００１６】
　前記の害虫防除材は、洗濯可能なものであってもよい。
【００１７】
　前記の害虫防除材に、害虫用誘引剤を組み込んでもよい。この害虫用誘引剤は、フェロ
モン、カイロモン等のセミオケミカルから構成してもよい。
【００１８】
　前記の害虫防除材に、病原体を組み込んでもよく、この病原体は真菌・細菌胞子などの
微生物病原体であってもよい。
【００１９】
　本発明は又、前記の何れかの微細突起を有する材料を利用したことからなる、害虫防除
法から構成される。
【００２０】
　前記の害虫防除材は、居住施設、職場、家畜小屋、保管設備、乗り物類、つまり自動車
、電車、船等の場所において、害虫に対するバリアとして利用してもよい。前記の害虫防
除材は、例えば窓ブラインド又は窓網として利用してもよく、或いは衣服の一部、又はベ
ールとして利用してもよい。また、蚊帳として利用してもよい。家畜を保護する為には、
例えば馬毛布として利用してもよい。
【００２１】
　前記の害虫防除材は、樹などの植物を保護するためのものとして利用も可能で、また保
護果樹帯やプラントリング、又は農作物のトンネル、クローシュ（園芸用覆い）、及び保
護網として利用してもよい。
【００２２】
　前記の害虫防除材はフィルタとして利用してもよく、本発明はこの害虫防除材をつかっ
たフィルターによって構成され、そのフィルタを設けたり、設ける仕様のいかなるもの、
たとえばエアコンディショナーや掃除機によって構成されている。
【００２３】
　本発明は、また、基材に微細突起を施し、害虫防除材を製造する方法を含む。
【００２４】
　前記の微細突起は、塗布剤に含めて塗布することもできる。
【００２５】
　前記の微細突起は、研磨材及び／又は吸収材であってもよい。研磨性微粒子で昆虫外表
皮を摩耗し、それにより昆虫が脱水をおこし、または病原体に侵かされ、その結果、昆虫
が弱って最終的に死にいたる。
【００２６】
　前記の塗布剤は、ラテックス、アクリル系樹脂などの従来織物塗布剤、又は熱可塑性或
いは熱硬化性接着剤であってよく、微細突起を形成するための微粒物質を加えるという点
以外は、従来の方法で塗布してよい。
【００２７】
　一般的には、微細突起を形成するための微粒物質が塗布面に直立するように、前記の塗
布剤は薄く塗布されてよい。
【００２８】
　本発明の表面には、洗濯可能な、研磨性・吸収性微粒子を有する任意の適当な塗装物（
例えば、ラテックス、アクリル等の結着樹脂）を薄く塗布して構成してもよい。或いは、
本発明における表面は、研磨材・吸収微粒子を任意の基材の上に熱溶融してもよい。
【００２９】
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　前記の微細突起は、従来様々な害虫に対して防除に使われている粉末である珪藻土や、
他の種類の、害虫の外皮を研磨する効果のある粒子であってよい。
【００３０】
　或いは、これらの微細突起は、ポリカーボネート等の研磨材及び／又は吸収性物質を単
独で、または珪藻土といろいろな割合で混ぜて、構成してもよい。
【００３１】
　従って、本発明は、害虫に乾燥剤微粒子を、従来より効率的に露出する方法である。
【００３２】
　前記のような微粒子を塗布した網に虫を接触させる実験においては、虫は逃げ出し、通
常の網に接触させた虫よりはるかに短い時間しか生き残らなかった。虫は微細突起に接触
すると外皮に損傷が起こり、その結果脱水により死亡する。その上、虫は網との接触によ
り病原性真菌に感染しやすくなる。
【００３３】
　用途に応じて、本発明には真菌胞子等の病原体、及び情報物質（フェロモン又はカイロ
モン）を含めてもよい。
【００３４】
　害虫防除材、その製造方法、及びその使用方法を以下に図面に従って説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】塗布剤の表面を突き抜ける微細突起を含む害虫防除材を塗布した基材を通る断面
である。
【図２】塗布された蚊帳の正面図である。
【図３】樹木用バンドを示す図である。
【図４】植物の根もとに設けるディスクを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　これらの図面は、害虫防除材１１を示し、この害虫防除材１１は昆虫、特に蚊を対象と
しているものであり、微細突起１３を有する表面１２からなるものである。
【００３７】
　昆虫は、特定の格好をしているとき、特に網の穴を通りぬけようとしている時に、低く
飛ぶ。その胸部及び／又は腹部が微細突起１３にこすりつけられると、少なくとも蝋様の
外層に損傷を起こし、これにより昆虫は急速な脱水症状を起こして真菌感染症へ至る。
【００３８】
　図１は、塗布剤１５で塗布された表面１２を有する基材１４を示し、それに対応する微
細突起１３は、表面１２から突き出るように、塗布剤１５の厚さに対して適切な大きさの
ある珪藻土やポリカーボネート等の材から構成される。これらの微細突起１３によって、
表面に接触する昆虫は炎症を起こし、昆虫の蝋質の摩擦及び／又は吸収により外皮を破壊
され、脱水、又は環境に存在している菌類病原体やその他の微生物病原体を外皮に吸収し
て死ぬ。
　昆虫に対しての真菌や細菌の侵入をうながすように、真菌や細菌の胞子が、摩擦性及び
／又は吸収性粒子と共に塗布剤１５に含まれている。
【００３９】
　図２に示しているように、塗布剤１５は、網２１において孔２２を完全にふさぎきらな
いほど薄く塗布されており、塗布剤にふくまれている粒子を生地にしっかり定着させてい
る。そのため、粒子の大きさと、塗布量とのバランスをとる必要がある。５μｍ以上の規
模の微細突起を使用する理由としては、生地が摩耗あるいは洗浄により粒子が生地からと
れてしまったとしても、人間の呼吸器官において、鼻咽頭領域より下には取り込まれない
ということがある。
【００４０】
　塗布、スプレー、パッデング、リック・ローラ等を使って、織り、横編み、及び縦編み
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の網、押し出し網、又はその他の織り、編み、不織、複合（多層）などの種類の織物に、
微細突起の表面を形成することができる。
　ホットメルトコーティング、カレンダー処理、結合粉体、及び繊維・線維に粒子をメル
トブローやスパンボンド等の押出工程時にまた、微細突起のある面を加工することができ
る。その他の方法は塗布の当業者に知られている。又、面の摩擦が増加することを考慮し
て、毛糸や糸の加工方法をつかって微小粒子を混入、塗布することもできる。
【００４１】
　蚊やほかの害虫をよける蚊帳とはまた別に、とがった微細突起を塗布された織物を、作
物を保護するためにつかうこともできる。このような織物はトンネル状にしたリ、クロー
シュ（園芸用覆い）等のものに成形されてもよいし、軽量で浸透性があるため、必要な太
陽光・空気が通り抜けられる。
【００４２】
　昆虫は、必ず這って移動する時期、つまり幼生・いも虫の時期に普段よりも、鋭い微細
突起によるダメージを受けやすい。また、羽を有していても飛ばない昆虫もいる。図３に
示しているように、ベルクロ（登録商標）等の単純な固定具３２を利用して、織物、或い
はゴムやプラスチック等のシートや、細長い板形状である害虫防除材を樹木用バンド３１
に固定でき、このような樹木用バンド３１は害虫を撃退する。
【００４３】
　前記のような害虫防除材は、アブラナ科の植物の回りに割れた卵殻を根覆いとして散ら
すという昔ながらの方法と同じように、粗い面を這うことを嫌うナメクジやカタツムリに
対して有効である。ただし、根覆いは風、雨、ミミズのなどによってばらばらになりやす
いものである。図４に示しているような織物のディク４１は、安価であり、少なくとも植
物の１シーズンの中には変わらぬ位置にとどまり、効果を持続し続ける。
【００４４】
　本発明に基づいた害虫防除材は以下の実施例においても使用できる。
ａ）ヒト病原体を感染させたり、人間・家畜に対して虫刺の害を与えたりする吸血の節足
動物（蚊、小昆虫、ブヨ、サシチョウバエ、アブ、サシバエ、ウマバエ、ツェツェバエ、
シラミ、ノミ、ダニ）
ｂ）農作物に対する害虫（ハエ、甲虫、蛾、アザミウマ、アブラムシ）
ｃ）貯蔵製品に対する害虫（甲虫、蛾、ハエ）
ｄ）食葉害虫および果樹に対する害虫（マイマイガ等の鱗翅目昆虫、蟻）ｅ）野菜・果物
の農作物をおそうナメクジやカタツムリ
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